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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。冬期はあまり降雪はなくむしろ凍結地区であ
　　　　　　まえがき　　　　　　　　　　　　　　　る。

　交通事故の問題は，ようやく国家的に本格的に取扱　　　　上田地区：この地区も殆んど平塊であるが，東京，

われる様になつたが，まだその日も浅く，根本的対策　　　長野間は全線完全舗装された国道が走り，且県外から

の樹立にはまだ検討すべき基礎的調査が不充分であ　　の通過車輌も非常に多い地区でありt国道もなだらか

るeそこで一一一・faでは外国の情況を検討しっN、，本邦の　　　な曲線ど，多くの直線部分から成つている。冬期降雪

実情を知る事が急務である。所が，東京，大阪等の大　　　の地区である。

都市では交通マヒ状態が既に長期にわたり続いてい　　　　そこで両地区の警察署にある交通癖故記録を資料と

る。この状態では，事故が起る程の自動車の活用が阻　　　して調査したが，対象とした事故は昭和36年5月より

害され，むしろ事故減少の傾向を示す筈であるが，履　　昭和37年11月に頁るもので，その概要を示せば，事故

近の新聞紙上でも東京都の事故数の減少を報じてい　　　件数については，松本地区は三市を含み，一市のみし

る。この様な交通マヒの大都市では事故発生要因の分　　　か含んでいない上田地区に比L，数倍の広域であり，　　　　1

析には不適当であるが，交通專故の要因分析に，贋々　　　従って車彌数，人口共に又数倍を示す為，年間の事故

大都市が利用されているのは，その結果が必ずしもt　　　総数は，昭和36年5月以降では松本地区360件に対

一般法則的ではないと考えられる。　　　　　　　　　　し，上田地区264件，被警者数については，昭和36年

　そこで先ず、地方都市として長野県下の都市を対象　　　松本地区で449名，上田地区で281名，昭和37年松本

として調査を行い，その要因が何辺に存するかを検討　　　地区で561名，上田地区302名であつた。

してみる事とした。　　　　　　　　　　　　　　　　　この両地区では，前記の如く多少夫々異つた状況が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認められるので，その間に於て交通事故統計上如何な

　　　　　調査資料　　　　　　　る課がみら泌かは，ひし・ては交1藤故の防止聯
長野県下の交通喜故について，次の観点から夫々特　　上の新らしい所見を加えるかも知れないと考えて糧々

長のある二地区を選び，これらについて調査検討を加　　調査し，次の如き結果をえた。

えた。

　松本（周辺）地区：松本市を中心とし，北は大町　　　　　§月別事故件数，負傷者数，死亡者数

市，南は塩尻市，東西は夫々美ケ原高原並日本アルブ　　　瑛故の大要を知るには先ず嚇故件数，負傷岩数，死

ス山系の山麓迄の地区で，この範闘は略々平坦であ　　　亡者数を見るのが早道であるので，その点を検討して

り，大部分は舖装された国道で結ばれているが，地　　　みた結果は第1表の如くであつた。全般的に書えぽ，

勢の関係で路幅も充分でなく，屑曲も多く，又他鼎か　　　両地区間に特異な差異は見られず，略々同様の傾向を

らの通過車輔の数も上田地区に比して多くない地区で　　示していたと言つてよい。

＊本研究は昭和37年度厚生科学研究補助金に負う所が大であつた。記して，ここに深謝し

　ます9
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第1表　　　　　　　　．月別事故件数，負傷人数，死亡人数一覧表
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　細部についてみると，何れの地区でも事故件数より　　　と気象的条件によるものであろうし，年末のものも，

負傷者数が上廻つた数値を示している。これは警察届　　　年末による交通量の増加と心理的状態，更に気象的条

出の喜故は人身傷害のあつた者が殆んどであり，その　　・件等が影響を与えるものと考えられ，4月のものを気

際往々複数の被害者負傷の発生が見られたり，加害　　　候的条件，心理的状態による影響と考えれば考えやす

藩，被害者共に受傷する事例もあり，叉時にバス，ト　　　い。

ラツク等の事故で多人数が受傷する事等によるもので　　　　両地区で受傷老と死亡春との比率をみると，松本地

ある。年間を通じてみると，年次によって多少の差は　　　区では69人（6．4％），上田地区では3ユ人（4．6％）と

あるが1昭和36年5月より昭和37年4月迄の経過を参　　　なり，事故1件当りの率に蔵してみると，松本地区で

考としつX，昭和37年の1年間を検討すると，松本地　　　7・4，上田地区で5．9で両者間に大差ない事を示して

区での最高は36年8月の75件，次で37年8月の64件，　　いる。但し，警察署の事故記録は受傷後24時間以内に

最底は37年2月の9件，上田地区の最高は36年8月の　　死したもののみを，交通事故の死亡として記載してい

47件，次で36年11月の38件，最底は37年2月の9件と　　　るので，電症で入院し治療の効なく2日以后になつて

なつて居り，両地区とも8月に大きな山がみられ，次　　　死亡したものも，当然この範聴に入れるべきものであ

で年末に又山がみられた。更に両地区共4月を中心に　　　るから，実数はこれを上廻つていると考えられる。

小さな山を示している。これは夏休みの交通量の増加　　　受傷者数と死亡者数と月別との関連性を見ると，松
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本地区では各月とも必ず1人以上の死亡を認め，最高

は36年12月の8人，上田地区では死亡者の皆無な月がJ　　　§時刻別纂故件数

5回もあり，最高は37年11月の4人で何れも年末に多　　　　1目中の時刻別による事故発生状況を一括表示すれ

い傾向を示していた。又，当然の事乍ら受傷者数の変　　　ば第3表の如くであつた。これは1日の時間を4時間

化と必ずしも一致した変化を示していない。　　　　　　　毎に区切つてその件数をみたものである。これによる

　以上から，事故件数は両地区共8月を中心として最　　　と，両地区共午後4～8時迄の夕刻に事故発生が多

大の山を示し，次で年末に次の山を示している事，更　　　く，松本地区では249件（26・8％）・上田地区では】53

にその間に4月を中心として小さな山を示している事　　　件（28・9％）で最も多く，この時間の事故発生状況は

が判つた。この如く，事故件数は年問小大中の3っの　　大差ない傾向を示しているが・午前0時から午前8時

μ1を示しつN変動している事が明らかとなつたが，そ　　　迄の閻の事故発生状況では・松本地区では102件（11

の深因は何辺に存するかを考察する為，気候条件との　　　％）・上田地区では67件（12・7％）で・強いて雷えぽ・

関係等次の如き諸点について検討してみた。　　　　　　上田地区の方がやx多発の傾向がみられるが・これは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長距離輸送が多い関係とみられる。時刻別では両地区

　　§天候別による宴故件数　　　　　　　　　　　　　共大差ないと言えよう。

　天候を晴，曇，雨，雪と区別して，その天候下に発
生した事故件数を検討してみると，第2表の如くであ　　　　§不快指数別事故件数

り，両地区によつて多少の差がみられた。上田地区に　　　操従煮及被害者の心理的状態は事故と密接な関係が

於ては昭和36年5月，昭和37年7月を除いた何れの月　　　あるが，勿論不快指数のみに影響されるとは考えな

別に於ても，晴の同の事故件数の方が，曇の日のそれ　　　い。ここではその心理的影響謝与える要因の1とし

を大きく上廻つている。殊に8，9月に於てその差は　　　て，不快指数を示標として考轍件数の状況を検討して

最も著しい。他方松本地区tこ於ては，これとは対遮　　　みた。指数による表現は次の如くした。

的に昭和36年5，6，8，10月，昭和37年5，6，7，10
肱調査した月数の約半猟近い月、，。於て，曇の日　指数1－・・一・・一・。－55－・・－65－・・一・5－・・一

の事故件数の方が晴の日の郭故件数を大きく上廻つて

いる。これを天候別，月別，日数の点を考慮して検討
すると溢。この餉醐らかとなる．例燃昭和　表現

36年の小計で見ても，天候別日数では両地区殆んど差

がないのに，上田地区では全事故数の66％が晴天の事

堪全多少快快少多全堪
難員数数　　数数員難
呆不不不　不不不￥
快　快　快　快　適　適　快　快　快　快

故であるのに松本地区でのそれは42％にすぎない。昭　　　　先ず不快指数別日数の分布状況（表略）を見ると，

和37年度小計に於ても同様であつた。これに反して，　　　両地区共夏期7，8月は全日「堪え難い不快」を示す

上田地区での暴，雨天の事故は，松本地区のそれに比　　　に反して冬期は1月を中心として12，ユ，2，3月が

して，謬F常に少ない事を物語っている。これは国道を　　　「堪え難い不快」の日数がみられるが，それは上田地

主とした上田地区でば，晴天の場合は運転者が心理的　　　区では月の約2／n以下の日数，松本地区では1月は26

諸影響の下にスピーnドを出しすぎるという結果を示す　　　日，その他は2ん以下に於てのみであり，夏期とはや

ものなのかも知れない。　　　　　　　　　　　　　　　　Sその様相を異にしている。又松本地区では冬期のぞ

　雨，雪の日の事il女数というものは，総体的にみた場　　　れが5L日で上田地区の30日に比し，」V　x日数が多い所

合にはその実数は少ない。これは人身頚：故を起す程の　　　見を示している。これは松本地区が冬期に低温がひど

事故は少ない嚇を示しているのであるが，人身割轍　　　く，且乾燥している窺によると思われる。

を起さない程度の事故は，見聞する所よりすれば視野　　　次に琳故件数についてみるとt第4表の如くであつ

の不明確や，氷や水によるスリツブ等々から，かなり　　　た。松本地区の夏期の不快指数81以上域に於ける事故

の数があるのではないかと考えられるが，本調査では　　　件数なみると，昭和36年5月｝ユ2月では松本地区では

計上されてこなかつた点で明確なる判断は下し得な　　　75件，上FII地区では47件で，両地区で両年411事故件数

い。　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最高は8月である。又全期を通じての事故数からみる

　以上から見ると，上田地区では，事故数は哨天に多　　　と，昭和36年度5月以降全期では，松本地区で不快指

く，曇，雨天では少いのに反して，松木地区では，晴　　数91～95域で85件，」欄地区では96以上域52件。松本

天に少なく，曇，雨天に多い事が判つた。　　　　　　　地区で86～90域108件，上田地区で91～95域76件とな
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っている。更に81以上域での事故総数は，昭和36年　　　線コースでの発生が64％，次で約30％の率で交叉点が

5月以降では松本地区で202件で総件数の約50e／o，上’　　これに次ぎ，その他は全くの低率である。

田地区では156件で，総件数の約59％を占めている。　　　　これは上田市は前述通りに略々直線の国道が市街地

　昭和37年度11月迄では松本地区で1丁0件（32％），　　を通つているが，松本地区ではこれに比して屈曲率も

上田地区で104件（39％）を占めている。これを1年　　多く・通過車輌も少ない事による差であろう。併し何

間として通算換鋒すれぱ，その推定値では松本地区で　　れの地区に於いても・国道の直線路が他群を大きくぬ

は約30％，上田地区では約37％となり，’ ｽれにしても　　いて事故発坐率が最高である事は・大に考うべき点で

上田地区の方が上廻つた率を示していて，いつれも約　　　ある。

t！3叉それ以上の事故発生を数える。一方全期中不快　　　次に受傷者について考察してみた結果について述べ

指数81以上域に入る日数をみると，昭和36年松本地区　　　てみよう。

で約44％，上田地区で50％，昭和37年度で松本地区約
　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§自己負傷と被害負傷
29％，上田地区約30％である。

一方髄繊ではどうかというと，1躰躯では約　負儲の中には・自ら田燃輔したり・電柱にぶ，

15％の姓件数を見磁的には約25％の率を示して　つかつたりして受傷するものが案外の数で見られる・

いる。上田地区では約25％卿｛・娩生をみ，その磁　そこで配筋と被肇緻傷との状況鹸討した結果は

は全日数の約13％である。　　　　　　　　　　　　　第6表の如くであつた・上田地区では自己負傷は21・1

　これらの関係からみると，高温度の不快域は，交通　　　％で全体の1／5強を示しているのに対し・松本地区で

轍難と僻かの関係がある睨ら2’zよう。　　は／2・9％で錐の1／・弱である・この駄姻地区は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長距離運転による疲労，坦々たる直線的舗装道路によ

　　§曜日別事故件数　　　　　　　　　　　　　　　　る高速及精神チカソ等が累加されて自己負傷率が高い

　事故件数，負傷者数，死亡者数を曜日別に検討して　　　ものと解される。

みた（表略、o事il改件数は松本地区では日哩日（11・　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§負傷者の状態別
％）に最も少なく，土曜日（16．9％）に最も多いのに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負傷者が受傷時如何なる状態であつたかを検討した
反して上田地区では日麗日（15・9％）に椴も多く金曜
　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　結果は第7表の如くであった。両地区共運転者の負傷
日（13・1°／・）でn少な噸向栃していた・こ浦　数撮も多く，上MbUl区で、，、246名で36．4％，松本地

細こよ樋過輔等と関係莇る事であろう・　　区では、4、名で59，，％，断都上眺区で25．，％，

負瀦数は松本犀で吐脚が最も多く17・4％・　松本地区二で26．8％，懸都上1碗区で・7，8％，松本

日【i細が最も少なく11・2％・上田地区では日懸日が最．　地区11．6％を宗している。両地区で歩行者の受傷率は

も多く17・2％，金曜日が履も少なく11・8％となつてい　　　当梨では何処でも大略この程度を示しているのではな

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かろうか。とすれば事i拠こよる負傷の1／馬強が歩行者

　又死亡者数は松本地区では木曜日が最も多く2L9　　の事故であることは，歩行者の不注意も可成り交通琳

％，日曜日が最も少なく9・3％・上田地区では土曜日　　故の因となる事が考えられる。運転藩受傷が松本地区、

が最も多く22・6％，’水曜日が最も少なく6・5％とts・つ　　　で非常に多いのは，何故かは今後更に分析の要があ

て居り1晦轍件数胴様の餉がみら2zた・何れ　る。
にしても曜日との密接な関連性は認め難かつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§負傷者性別，年令別　（第8表）

　　§事故発生場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　両地区に於て大差なく，各年令層に於て男垂ヒは女性

　発生場所別に検討した結果は第5表に示す如くであ　　に比して圧倒的に多く，数倍の値を示している。年令

つた。松本地区では，国道が34・1％で全体の約1んを　　的には21～30才層が松本地区で27．7％，上田地区で戯

占め，市街地・県道・市道がそれぞれ15・20％，13・5　　29．3％で他の年令履を抜いて多く，次で11～20才が続

％t14・2％で略々同率であり，地形」二からみれば直線　　　き松本地区ユ9．7％上田地区18．5％となつて居り，以下

道での事故が49・5％で約半数をii：1め，交叉点が30・2％　　　高令側t幼年側に向つて低下して行く。何れの地区で

で全体の1ん弱であり，他は何れもこれらに比して低　　　も20才代の男性が圧倒的に多い事が判る。

率であるが，上田地区では市街地4L8％，国道は40．8

％で略々同率を占め，この両者が大部分で，他の場所　　　　§全治期間負傷者数

での発生率は全くの低率であり，地形的にはやはり鷹　　　　次に受傷の程度について診断した医師の提出した診
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第6表　　　　自己負傷と被害負傷

松

本

地

区

＼軸別

年煽＼

36年5月

　　6

　　7

　　8

　　9

　　10

　　11

　　」2

自己負傷

人数i％

2i　3．5

8i14．0

9i15．8
14i24，6

8i14．0
5i　8・8

6i10．5
5i　8．8

被害　者

人数｝％

41i10．2

44i11．0
521　13，0

70；17・5
57i14．3

47i11．8
41i10，2
48i　】2．　0

計

43

52

61

84

65

52

47

53

‘小計i57i・・。・・1…i・・…1457

37年⊥月

　　2
3

4

5

6

7

8

9

10

11

8｝9．6

6i　7．2

4i　4．8

10i12．0

3i　3．6
4i　4．8

13i15．0
ユoi12．0

8i　9．6

10i12．0

7i　8．4

34i　6．3

32i　5．9

33i　6．1

52｝　9・6

5・i9．2

44i　8，1

60｝11．1
71i】3．1

61i11．2

52i　9．6

53i　9．8

42

38

37

62

53

48

73

81

69

62

60

小計1・・　1・・…1・42i・・…｝・2・

総計1ユ4・1…　1・・82
％1　・2・・1　87・・1・・…

上

田

地

区

こ漂

36年5月
6

7

8

9

10

11

ユ2

自己負傷

人数i％
・｝…8

2i　2・9

8i11．8

」2i17，8

16i23．8

9i14．3
7i10・3
sl　7．3

被　害　者

人数i％

28110，8
33iユ2．7

32i12．3

51il9・6
27i10、4
21i　8．1

47i玉8，0
21i　8．1

計

36

35

40

63

43

30

54

26

小訓67i・…1…｝・。…｝32・

37年1月

　　2
3

4

5

6

．7

8’

9

10

11

5i　6．7

5i　6．7

4i　5．3

4i　5，3
　1
7i　9。3

1；　1．4

13i17．1

5i　6．7

gi】2．0

6i　8．0

16i21，3
　i

16i　5．9

121　4．4

21i　7．7

29110．6

22｝　8．1
　【
261　9．5

251　9．　2

32ilL7
37i13，5
19i　6．9

34i12，5

21

17

25

33

29

27

38

37

46

25

50

小訓75i1・…1273i・・…　348

総訓　・・2153316？5
％1　・…　　78・・い。・・。

断書記載の全治目数より推定してみると第9表の如く　　た。以下上肢，胸背部，腹部の順になつているが前記

であつた。2週間程度のものが最も多く松本地区では　　　の2部に比して可成り低率であるが，生命に般も関係　　　　1

2ア・1％，上田地区で28．9％で最も多く，その前後に向　　の深い頭部の損傷が多い事は後遺症の問題と共にその

つて夫々低下して行くが，3ケ月以上の重症者が松本　　対策に大いに考慮を払うべき必要性を痛感する。

地区で6．2％，上田地区で6．8％となっている。死亡

は松本地区で6．5％を示し上田地区の4．4％をやs上　　　　　§損傷の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

廻つていた。尚後遺症の残つた患者の数は不明である　　　何んな種類の損傷を負うかについて，検討を加えて

が，社会保障等の問題と直結してこの点も向後早急な　　みた。併し，この調査では，診断書記載医師が，不明

検討の必要があると考えられる。　　　　　　　　　　　確な用語を用いてある場合がある．e例えば有匁器によ　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つてのみ生ずる切創が，交通割a二故にありうるはつがな

　　§受傷部位　　　　　　　　　　　　　　いのに切創の記載があるが，この点は，記載通りの用

　次に如何なる部位に受傷が多いかを検討する為診断　　語を用いてある。調査結果は第11表の如くであつた。　　　　e

書記載の部位別例数をみると第10表の如き結果をえ　　　これも両地区で略々同傾向を示している。打撲が最も　　　1．

た。両地区共大差ない傾向を示している。何れに於て　　　多く，松本地区で30．0％，上田地区で30．5％と略々同率　　　　：

も頭部損傷が最も多く松本地区で45．6％，上田地区で　　を示して居り，次で骨析，挫裂傷が20％前後でこれに　　　ii
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F’48・6％で約半数近くを占め，次で下肢損傷が松本地区　　　続いている。その他擦過傷，切創，内出血等はこれら

26・1％上田地区25・9％で全体の約1ん強にみられ　　に比べるとかなり低率を示している。ここに雷う切創
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とは，非常に鋭な鈍体による損傷の事であろう。擦過　　　　両地区共周辺の産業事情を考え合わせると，略々同

傷は実際には他の損傷にも附随している事が多いと考’　　様の傾向とみられる。

えられるが，これのみでは診療を受ける事が少ないの　　　　小型トラックが圧倒的に多く松本地区25・4％，上田

ではないかと思われる。これで明らかな如く，非常に　　　地区22．oo／o，次で原動機付第2種，軽自動二輪の順と

正鋭な損傷から鈍な打撲，骨折，脱臼，震遇等々切創　　　なり，普通乗用車がこれに．次いでいる。これは他地区

（本義）以外⑱あらゆる損傷が見られる事が自動車事　　　の傾向と同じであり，全国的な傾向とみられる。これ

故の特長の1である事がうかがえる。　　　　　　　　　は何れも走行操作の楽な機種が多く事故をおこしてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るという事である。

　　§被害者飲酒状況

　被害者乃至自傷者について刎血中アルコール濃度に　　　　§被害者軍種別

っいては，従来余り調査がなされていないが，著者等　　　前と同様に，今度は被害を受けたものの車種を検討

はこの点を追及すべく市内F救急病院に於て材料を蒐　　　してみると第13表の如くであつた。

集し，調査を続けている。　　　　　　　　　　　　　　これによると，この点では両地区で差異がみられ

　現在までに扱った142例中明らかに飲酒の認められ　　　た。先ず歩行者の被害は両地区共最高で29％強，約

た例は被害者24例（16・89％）加害者4例であり，こ　　1んを示しているが，これは全国的な歩行者被鴇の実

の中被害者10例にっいての測定値は次に示す通りであ　　態であろう。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　併し，この点は歩行者が道路通行時交通法規を守つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て注意する事により大いに減少させ得る最も身近な問

被害状況

歩行中他の車輌
による事故

自転車で歩行中
他の車i繭による
事故

原付二輪で転倒

四輪車で転落又
は追突

例
数

1

2

4

3

ヴイドマーク法

　（剛cc）

1。77

0．48

1．16

1。30

2．12

2．26

2．43

1，47

2．23

2．99

キヤベツト法　　　題である。

團ゆ一　松本雌では自転韓榊がこ榔次で22鰯を示

　　　1・64　　　　すが，上田地区では14％強となつている。これは松本

rm…’Trm 盾撃M411；MM－n－一　　地区では道路幅狭く，人車道別も作り得ない様な場所

　　0．g5（死亡）　　が大多数で，臼転車利用春数が多いためであろう。こ

一一一一　 @れに比して，上田地区の国道は道幅も広いので，自転
11佛亡）　　車の破害が少ないのではなかろうか。

，39
　　　　　　その他の機種別で両地区の差をみると，原動機付第
．18

．75　　　　2種は上田地区で17％ど可成りの値を示しているの

．56　　　　1こ・松本地区では6％強と低率を示している。軽二iFft

，50　　　　も同傾向を示している。トラツク（大型・小型）でに

．　56　　　　松本地区でL3％であるのに上田地区では7．9％と高

　　　　　値を示している。

れにょつてみると，従来言われている顔色に出る，　　　乗客被害の率は上田地区で20％強であるのに，松本　　　　1

行正常，陽気　多弁とれさているo・5～1・521iltz’／cc　　地区では13％強であつた。これも通過車禰（観光バ

度は，外国人にはあてはまるかも知れないが，木邦　　　ス等）の多い上田地区の辮を考えると当然の琳であろ

ではこの程度の濃度で明らかに交通郭故を起し，そ　　　う。その他については大差はない。

うち一nt例は死亡さえしている事実からみて，これ以　　　　これよりみると，交通事故は先ず第1に歩行者の洗

の血中アルコール濃度では交通事故の発生は当然予　　意により可成りの率の低下が期待できる。又道路状

される。その事故発生の実例の多くは，その濃度が　　　況，即，道銘幅面の良否は，そこを利用する人々の機

nyr／cc以上を示している欝は．この関係を物語つて　　種選択にも影響し，地区によつて夫々の特長を示す馨

る。これらの事から交通事故に関しては本邦人の実　　　が判つた。

による経験値を参考として更に検討すべき問題であ

と思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§死亡事故と寧種別

次に事故軍輔の機種についてみると，　　　　　　　　　次に死亡事故として取扱われた事例のみを抽出し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その車種別と被害者の状態を両地区別に検討してみた

　§力幡韓種別　　　　　　　　糸課は獅俵に示す通りであつた。
加害車の種類をみた所第12表の如くであつた。　　　　　これよりみると，松本地区では殊に車禰による嵐傷
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にょる死亡が多く，次でトラックによる事故による死　　　いた。

亡となつている。而も自傷では，二輪車を操従し，又

は便乗していた者の死亡が又圧倒的に多い。この関係　　　　§特異な症例

は勿論上田地区でも見られるが，道路状況の差も大に　　　　特異な事例は事故発生の際，種々な参考となる重要

関係しているとみて支障ない。　　　　　　　　　　　　な資料であり，今本調査中の2～3を示しておく。

　上田地区二での特長はトラツクによる死亡が最高であ　　　　（1）　17才　6

る点である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8月10日午後11時頃，走行中の乗用車の乗客が窓ガ

　この場合でも歩行者は，各種車輌に衝突死亡してい　　　ラスに血液が流れているのを見つけ，停車させて調べ

る点は，両地区で同様の様相を示して居り，歩行者の　　てみると　自動車の屋根の上に意識凋濁した人がうっ

不注意，違法交通が，可成りの交通事故をひぎ起して　　　伏せに乗つていた。調べた結果”よつばらい”運転

いる薯は，この表からも判然としている。　　　　　　　　で，自転車で走行中の被害者をひつかけたまL走り続

　以上からみて，：歩行者及二輪車操従者（及同便乗　　　けたものと判つた。被害者は頭蓋内出血の外，処々に

者）は，あまり自由に行動出来るので，殊に不注意に　　　皮下」血種，挫創がみられたが，入院1ケ月で全治退院

よる窮故発生が多い点は大に注意を換起する必要があ　　　した。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）老　　女

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月9日午後6時40分頃，国道上で死体となつて発
　　§負傷入院者の損傷状況　　　　　　　　　　　　　見された。特異であったのは胃が破裂して胸腔に挿上

　昭和36年10月から37年9月迄に松本市内F病院に一　　　げられていて，胃内容の支那ソバが左前臆皮下に迄達

般患春として入院した患者について調査してみると，　　　していた点である。

その総数は821名，内交通罫故による入院患者85名，　　　（3）MK嬢（17才）及MR嬢（14才）

内死亡したもの5名となっている。　　　　　　　　　　　3月15日午後9時20分頃，国道上を4名の女性が通

　この85名についてみると，そのうち63名が男性であ　　　行中，後方からトヨペツ1・クラウン（よつばらい運

り，内5名が治療の甲斐なく死亡してしまつた。女性　　　転）が疾走して来て，内ご人（姉妹）をひっかけた例

はユ2名であつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　であるが，両者共瞥部にヘツドライ1・の痕が明らかに

　バス転落による受傷乗客3名を除いて年令別にみる　　　印されていた。

と3才から84才にわたつているが，20－・－39才の間で40　　　（附）老濃夫

名，これは半数以上を占めていた。　　　　　　　』　　　これは隣の市の病院で取扱つた例であり，著者等が，

　又時刻別にみると，朝夕のラツシユ及び夜間にかけ　　　治療した医師から聞いた話であるが，国道で乗用軍に

て多く発生している。即ち午後5時以後12時迄に大半　　　はねられた被審春は頭頂部の陥没骨折以外に損傷がな

が発生しており，次いで午前7～9時の間に多い。　　　　く，衝突されて，空中に飛び上り真逆さまに転落した

　更に14才以下の小児を除いて受傷部位並損傷の種類　　　ものと思われた。

にっいてみると，歩行中に受傷したものでは骨折を来

した部位は体の下部に多かつたが，軟部組織損傷では　　　　　　　　むすび

体の上部に多くみられた。　　　　　　　　　　　　　　以上の如く検討を加えた結果から見て，宋だ更に詳

　これを更に細かくみると，加害車が二輪車の場合で　 細に検討すべき点が多いが，今回の調査のみから，少

は骨折がみられず軟部組織損傷のみであり，三輪又は　　　くも次の專は云えよう。

四輪の場合には，体上部の軟部組織の損傷が非常に多　　　　（1）欧米の事情を参考として考えると，本邦に於　　，

くなつているが，同部位に於ける骨折はみられなかっ　　　ける交通事故対策は，全く統一された一っの方針と云

た。つまりこれは打撃総力もやx弱く，又体上部の軟　　　うものがなく，個々パラパラの感が深く，これを統L・

部組織損傷は転倒等による窺が多いのであろう。　　　　　する事によつて，もつと適格な対策，急救処置，社会

　それは，二輪車に乗つて自分で転倒した例にも同様　　　保障が進められると僑ずる。

の現象が見られる所からしても考え易い現象である。　　　　（2）従来の交jrk　lll　iltSC対策では，車1廟側のみが対象

二輪車に乗つた入が二輪車に衝突した場合にも前述　　　とされているが，併らば破霧者側については何うかと

と略同様の傾向がみられたが，三輪車又は四輪工巨に衝　　　云う，勲こは殆んどふれていない。我々が，歩行暫，肉

突した場合には体上部の骨折が最も多く次で下部に骨　　　己負傷者を調査した結果からすれば，歩行者の合法的

折がみられ，軟部組織損傷も当然同様の傾向を示して　　　通行のみの励行によつても事故件数の相当数が減ると
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第14表　　死亡事故の車種別
＼加
被＼_害車
坐車＼種

m　＼　種　＼
大型トラツク

ノ』、型トラツク

バ　　 ス

普通乗用

タクシー

三輪トラック

自動二輪

原付一一

原付二

軽　　二

軽　 三

軽　 四

軽ガーデソ

自転車

歩行者

乗客（同乗）

合　 計

大
型
上

フ

ツ

ク

1

1

4

1

2

7

2

小
型
）

フ

ツ

ク

1

1

2

1

5

6

1

ノ魂

ス

1

1

9

8　2

普

通

乗

用

2

タ

ク

シ

1

1

2

2

2

6

2

輪
上

フ

ッ

ク

1

1

3

1

5

1

自

動

輪

原

付

原

付

1

2

1

1

2

1

軽

1

1

1

軽

1

1

5　1　1
3　2　1

軽

四

軽

ガ

1

デ

ソ

自

転

車

1

1

2

歩

行

者

1

1

乗

客

A同
乗
）

自

傷

1

1

1

3

2

軌

道

車

1

1

2

5　3
1．

5

1

】

8

3

25

6

2

1

6

4

合

計

2

3

2

2

4

4

2

15

3

7

1

1

1

12

2

13

13

9

4

69

31

備考：上段数字は松本地区，下段数字は上田地区を示す
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云う結果を得，又被害者も，現段階の数値では，16％　　　は，何等かの影響が考えられるとみてよい結果をえ

強の人が飲酒し酔つている状態である。これらの事情　　　た。この点からみても，不快指数と事故発生とは何等

は，一般の公徳心の養成に待つ外ないから，一般人の　　　かの関連がみられると考えられるが，この点，今後更

公徳心の高揚は，それのみで交通事故の減少さえ期待　　　に詳細に検討し，更には不快指数よりもつと適切な，

されると信ずる。　　　　　　　　　　　　　　　　　交通を対象とした示標を作る事によつて，気象の影響

　（3）　又，窮故は立派に舖装された担々たる直線コ　　　による事故の防止を期すべきである。

e－　Xで発生する事が最も多い点からみて，国道等の蓮　　　その他の点についても，目下更に検討中であり，早

設。設計には充分な科学的検討を加えて実施し，土地　　　急の結論が望まれる。それは交通戦争の緩和に直結す

の事情等は第二にすべきである。　　　　　　　　　　　る闇題であるからである。

　（4）今後数衆をつなぐ道路の建設が段々と進めら　　　（7）交通事故に関係する車種は，道路状態並都市

れてゆくと考えられるが，その際は実に，大型車輔の　　　構成要素によつて，一般利用車種選定に影響をあた

通行を対象として前3項同様の留意が必要である。　　　　え，ひいては，蕪故発生車輌の種別に差異をあたえ，

　（5）人身事故は，車輌のエネルギーが犬きくなる　　従って人身事故等の形態も多少差異を示すものである

程高度となる事は当然で迄るが，それに従って車輌の　　　と考えられる結果をえた。これより交通裏故予防対策

高さも増してゆくから，二輪く三輪く四輪の順に損傷　　　は，全般一率であってはならない。勿論根本原則的華

の多発部位も下半身から全身へと拡大している。これ　　　項は共通であろうが細部にわたつては，都市夫々の特

は衝突車種によつて，被害者の急救処置の際の注意の　　　長をよく注視し，最も適切な方策を立て，対処すべき　　’

配り方ee関連してくる問題である。例えば，大型車に　　　ものと信ずる。

よる被害者が・一見外表上さした所見がない様にみえ　　　之を要するに，関係各部局の壁を取はらい，本当の

ても・全身の骨折・臓器破裂等がみられるものであ　　　有機的連絡の下に，高度且適切な予防対策を樹立しな

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ければ，一口も早く交通事故被害を最少限に留めると

　（6）　今回の調査でも，夏期の不快指数上昇期に　　　いう国民のねがいを達成する事は不可能である。


